
5/14/23                ｢キリストを中⼼とする働き｣             コロサイ 1:24-29 
  
テーマ：私たちが⾒倣うべき働きにおけるパウロの態度とは？ 
 
●ジョン･バニヤン 
｢もし今⽇解放されるなら、神様の助けによって、私はまた明⽇説教をする。｣ 
 
○キリストを中⼼とする働き：模範とするべき五つの態度 
 

1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を喜んで受け⼊れること(24) 
 
※ローマ 5:1-3 
｢ですから、信仰によって義と認められた私たちは、私たちの主イエス・キリストによって、神との平和を持っていま
す。またキリストによって、いま私たちの⽴っているこの恵みに信仰によって導き⼊れられた私たちは、神の栄光を望ん
で⼤いに喜んでいます。そればかりではなく、患難さえも喜んでいます。｣ 
 
※1 ペテロ 4:13 
｢むしろ、キリストの苦しみにあずかれるのですから、喜んでいなさい。…｣ 
 
※ヤコブ 1:2-4 
｢私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、それをこの上もない喜びと思いなさい。信仰がためされると忍耐が⽣じ
るということを、あなたがたは知っているからです。その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは、何⼀
つ⽋けたところのない、成⻑を遂げた、完全な者となります。｣ 
 
 
※ガラテヤ 5:22 
｢しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、⾃制です。｣ 
 
 
 
 
※使徒 13:49-51; 14:1-7 
｢こうして、主のみことばは、この地⽅全体に広まった。ところが、ユダヤ⼈たちは、神を敬う貴婦⼈たちや町の有⼒者
たちを扇動して、パウロとバルナバを迫害させ、ふたりをその地⽅から追い出した。ふたりは、彼らに対して⾜のちりを
払い落として、イコニオムへ⾏った。イコニオムでも、ふたりは連れ⽴ってユダヤ⼈の会堂に⼊り、話をすると、ユダヤ
⼈もギリシヤ⼈も⼤ぜいの⼈々が信仰に⼊った。しかし、信じようとしないユダヤ⼈たちは、異邦⼈たちをそそのかし
て、兄弟たちに対し悪意を抱かせた。それでも、ふたりは⻑らく滞在し、主によって⼤胆に語った。主は、彼らの⼿にし
るしと不思議なわざを⾏わせ、御恵みのことばの証明をされた。ところが、町の⼈々は⼆派に分かれ、ある者はユダヤ⼈
の側につき、ある者は使徒たちの側についた。異邦⼈とユダヤ⼈が彼らの指導者たちといっしょになって、使徒たちをは
ずかしめて、⽯打ちにしようと企てたとき、ふたりはそれを知って、ルカオニヤの町であるルステラとデルベ、およびそ
の付近の地⽅に難を避け、そこで福⾳の宣教を続けた。｣ 
 
※使徒 14:19-22 
｢ところが、アンテオケとイコニオムからユダヤ⼈たちが来て、群衆を抱き込み、パウロを⽯打ちにし、死んだものと思
って、町の外に引きずり出した。しかし、弟⼦たちがパウロを取り囲んでいると、彼は⽴ち上がって町に⼊って⾏った。
その翌⽇、彼はバルナバとともにデルベに向かった。彼らはその町で福⾳を宣べ、多くの⼈を弟⼦としてから、ルステラ
とイコニオムとアンテオケとに引き返して、弟⼦たちの⼼を強め、この信仰にしっかりとどまるように勧め、「私たちが
神の国に⼊るには、多くの苦しみを経なければならない」と⾔った。｣｣ 
 
 



 
1) “キリストの贖い” 

※ヨハネ 19:30 
｢完了した。｣ 
 
 
 
 

2) “救世主に関する苦悩“ 
※黙⽰録 6:10-11 
｢彼らは⼤声で叫んで⾔った。「聖なる、真実な主よ。いつまでさばきを⾏わず、地に住む者に私たちの⾎の復讐をなさ
らないのですか。」すると、彼らのひとりひとりに⽩い⾐が与えられた。そして彼らは、「あなたがたと同じしもべ、ま
た兄弟たちで、あなたがたと同じように殺されるはずの⼈々の数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいなさい」と
⾔い渡された。｣ 
 
 
 
 

3) “キリストと⼀つとされたことがもたらす苦しみ” 
※使徒 9:4 
｢サウロ、サウロ。なぜわたしを迫害するのか」という声を聞いた。｣ 
 
 
 
 
 
 
※使徒 9:16 
｢あの⼈はわたしの名を、異邦⼈、王たち、イスラエルの⼦孫の前に運ぶ、わたしの選びの器です。彼がわたしの名のた
めに、どんなに苦しまなければならないかを、わたしは彼に⽰すつもりです。｣ 
 
※2 コリント 11:23-28 
｢彼らはキリストのしもべですか。私は狂気したように⾔いますが、私は彼ら以上にそうなのです。私の労苦は彼らより
も多く、牢に⼊れられたことも多く、また、むち打たれたことは数えきれず、死に直⾯したこともしばしばでした。ユダ
ヤ⼈から三⼗九のむちを受けたことが五度、むちで打たれたことが三度、⽯で打たれたことが⼀度、難船したことが三度
あり、⼀昼夜、海上を漂ったこともあります。幾度も旅をし、川の難、盗賊の難、同国⺠から受ける難、異邦⼈から受け
る難、都市の難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会い、労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし、飢え渇き、し
ばしば⾷べ物もなく、寒さに凍え、裸でいたこともありました。このような外から来ることのほかに、⽇々私に押しかか
るすべての教会への⼼づかいがあります。｣ 
 
 
 
※ヨハネ 15:20 
｢しもべはその主⼈にまさるものではない、とわたしがあなたがたに⾔ったことばを覚えておきなさい。もし⼈々がわた
しを迫害したなら、あなたがたをも迫害します。｣ 
 
 
※2 テモテ 3:12 
｢確かに、キリスト・イエスにあって敬虔に⽣きようと願う者はみな、迫害を受けます。｣ 


